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広報しか 2

精彩で力感あふれる志賀町の姿が並ぶ

第24回第24回志賀町志賀町をを描描くく美術展美術展

今
年
で
24
回
目
を
迎
え
た
「
志
賀
町
を

描
く
美
術
展
」。
こ
の
美
術
展
は
、

絵
画
を
通
し
て
、
志
賀
町
の
美
し
い
自
然
や

風
景
、
風
土
を
美
し
く
、
力
強
く
、
魅
力
的

に
表
現
し
、
志
賀
町
の
再
発
見
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
美
術
展
で
は
石
川
県
内
は
も
と
よ

り
、
富
山
県
や
福
井
県
、
大
阪
府
在
住
の
人

か
ら
２
２
７
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
11
月

18
日（
日
）に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
大
賞
を

は
じ
め
、
31
人
の
入
賞
者
に
賞
状
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
18
日（
日
）か
ら
25
日（
日
）ま
で
の
８

日
間
、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
富
来
展
が

開
催
さ
れ
、
洋
画
や
日
本
画
、
水
彩
画
、
水

墨
画
、
版
画
の
力
作
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し

ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
普
段
目
に
す

る
志
賀
町
の
風
景
が
魅
力
的
に
表
現
さ
れ
た

絵
を
、
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

　

志
賀
町
を
描
く
美
術
館
館
長
の
山
口
繁
樹

さ
ん
は
、「
今
回
は
高
爪
山
や
機
具
岩
を
描

い
た
絵
が
多
く
見
ら
れ
、
安
定
し
た
絵
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。
志
賀
町
の
新
し
い
風
景
を

発
見
で
き
る
絵
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
様
に
12
月
７
日（
金
）か
ら
11
日

（
火
）
の
５
日
間
、
石
川
県
立
美
術
館
第
７
・

８
・
９
展
示
室
で
金
沢
展
（
入
場
料
無
料
）
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

特集
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テ
ー
マ
で
、
ど
こ
を
描
こ
う
か
題
材
を
探

し
、
車
を
走
ら
せ
て
い
る
の
も
楽
し
み
の

一
つ
と
い
う
扇
原
さ
ん
。
こ
の
場
所
を
描

い
た
理
由
を
「
以
前
か
ら
い
つ
か
冬
景
色

を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
車
を
走
ら

せ
て
い
る
と
、
こ
の
場
所
を
見
つ
け
『
こ

れ
だ
』
と
思
っ
て
描
き
始
め
た
」
と
話
し

ま
す
。

　

本
来
の
景
色
は
暗
い
空
だ
っ
た
が
、「
そ

の
ま
ま
描
く
と
寂
し
く
な
る
と
思
い
、
明

る
め
の
色
を
入
れ
て
み
た
。
冬
の
雲
は
早

く
流
れ
て
い
る
た
め
、
雲
の
流
れ
を
ど
の

よ
う
に
表
そ
う
か
悩
ん
だ
こ
と
が
一
番
苦

労
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

人
間
国
宝
で
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授

の
中
川
衛
さ
ん
な
ど
素
晴
ら
し
い
先
生
が

見
て
く
れ
る
こ
の
志
賀
町
を
描
く
美
術
展

は
、
扇
原
さ
ん
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
と

話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
を
あ
げ
て
こ
の
美
術
展
に
大

き
く
取
り
組
み
、
ふ
る
さ
と
の
風
情
を
描

く
美
術
展
を
長
く
続
け
て
い
る
こ
と
に
関

心
す
る
と
言
い
ま
す
。
現
在
で
は
出
品
す

る
絵
画
展
は
こ
の
美
術
展
だ
け
と
話
す
扇

原
さ
ん
は
「
こ
の
美
術
展
を
開
催
し
て
く

れ
て
い
る
志
賀
町
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

能
登
富
士
「
高
爪
山
」
や
、
初
夏
に
生

い
茂
る
葉
タ
バ
コ
の
風
景
な
ど
志
賀
町
に

は
ま
だ
ま
だ
描
き
た
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
い
う
扇
原
さ
ん
。「
続
け
ら
れ

る
だ
け
描
き
続
け
、
ま
た
出
展
し
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

第24回志賀町を描く美術展大賞

扇
おぎはら

原　いさ子  氏（七尾市）

こ
れ
ま
で
に
10
回
以
上
出
品
し
、
過

去
の
美
術
展
で
は
テ
レ
ビ
金
沢
賞

な
ど
を
受
賞
し
た
経
験
が
あ
る
扇
原
さ

ん
。
今
回
の
大
賞
受
賞
に
つ
い
て
「
絵
を

教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
先
生
、
共
に
絵
を

学
ん
で
い
る
仲
間
、
自
分
の
絵
を
理
解
し

て
く
れ
て
い
る
家
族
に
感
謝
し
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　

今
年
の
５
月
か
ら
８
月
頃
ま
で
の
約
４

カ
月
か
け
て
制
作
し
た
今
回
の
作
品
「
春

を
待
つ
灯
台
」。
題
材
と
な
っ
た
場
所
は

西
海
風
無
の
地
下
澗
漁
港
。
毎
年
こ
の
美

術
展
に
出
品
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

第24回志賀町を描く美術展大賞受賞者に聞く

Isako  Ogihara

　

志
賀
町
を
描
く
美
術
展
に
併
せ
て
、

世
界
農
業
遺
産「
能
登
の
里
山
里
海
」認

定
記
念
と
し
て
、「
小
中
学
生
絵
画
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ぼ
く
の
わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
町
」

を
テ
ー
マ
に
町
内
の
小
中
学
生
か
ら

７
８
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
機

具
岩
や
旧
福
浦
灯
台
な
ど
志
賀
町
の
魅

力
に
つ
い
て
小
中
学
生
が
描
い
た
28
点

の
入
賞
作
品
と
、
志
賀
町
を
描
く
美
術

展
に
入
賞
し
た
作
品
70
点
の
合
わ
せ
て

97
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
11
月
18
日（
日
）か
ら
３
月

10
日（
日
）ま
で
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

内
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

「小中学生絵画展」開催
小中学生が描く志賀町

毎年、何を描こうか楽しみにしている

～３月10日まで展示～

　

小
中
学
生
絵
画
展
の
入
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
。

◇
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

　

白
山　

敬
大
（
加
茂
小
一
年
）

　

小
室　

康
平
（
上
熊
野
小
二
年
）

　

加
茂
野
こ
ま
ち
（
堀
松
小
三
年
）

　

岡
部　

幸
太
（
下
甘
田
小
四
年
）

　

瀬
戸
麻
由
佳
（
高
浜
小
五
年
）

　

加
茂
野
リ
カ
（
堀
松
小
六
年
）

　

谷
口　

菜
見
（
志
賀
中
二
年
）

◇
特　

選

　

萬
谷　

渚
紗
（
富
来
小
一
年
）

　

野
﨑　

詩
乃
（
土
田
小
二
年
）

　

萬
谷　

佑
唯
（
富
来
小
三
年
）

　

山
口　

拓
実
（
堀
松
小
四
年
）

　

本
田　

彩
乃
（
志
加
浦
小
五
年
）

　

柴
田　

葵
衣
（
高
浜
小
六
年
）

　

芳
岡　

志
穂
（
志
賀
中
二
年
）

◇
入　

選

　

磯　
　

大
毅
（
富
来
小
一
年
）

　

橋
川　

優
未
（
上
熊
野
小
一
年
）

　

出
口　

陽
人
（
加
茂
小
二
年
）

　

熊
井　

桃
奈
（
堀
松
小
三
年
）

　

高
橋　

光
咲
（
上
熊
野
小
三
年
）

　

岡
田　

菜
那
（
土
田
小
三
年
）

　

比
良　

優
希
（
堀
松
小
四
年
）

　

岩
上　
　

稜
（
堀
松
小
四
年
）

　

山
端　
　

楓
（
堀
松
小
五
年
）

　

国
部　

久
史
（
堀
松
小
五
年
）

　

板
尾
龍
之
進
（
堀
松
小
六
年
）

　

岡
田　

康
平
（
下
甘
田
小
六
年
）

　

瀧
川　

朔
生
（
志
賀
中
二
年
）

　

瀬
戸　

隆
広
（
志
賀
中
二
年
）

■　第24回志賀町を描く美術展
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【石川県知事賞】

【審査員賞】

【テレビ金沢賞】

【能登の里海賞】

【北國新聞社賞】

【志賀農業協同組合長賞】【志賀町商工会長賞】 【金沢美術工芸大学長賞】

【富来商工会長賞】【石川県漁協西海支所運営委員長賞】

ヤセの断崖
村上　有輝（金沢市）

望郷
山田　美智子（羽咋市）

りんごの花
松原　美代子（富山県） 刻・福浦

竹中　外喜博（かほく市）

間垣のある坂道
田辺　孝一（福井県）

断崖（前浜）
松浦　外美子（金沢市）

青い朝
中野　廣一（白山市）

椿の森
大橋　由紀恵（金沢市）

散歩
村田　栄子（金沢市）

遊（ゆう）
吉本　英子（津幡町）

志賀町幻想
毛藤　東紀男（金沢市）

洋画

洋画洋画

洋画 洋画

洋画

洋画

日本画

日本画 日本画

日本画

第24回第24回

志賀町志賀町をを描描くく
美術展美術展

【能登の里山賞】

特集
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【特　選】

【奨励賞】

【ジュニア賞】

【特　選】

【奨励賞】 【新発見賞】

【特別賞（水彩画の部）】
【志賀町を描く美術館長賞】

【特　選】

海を望むⅡ
髙柳　惟（金沢市）

木橋のある風景（清水今江）
出口　義美（志賀町）

巌門に咲く波の花
荒木　明日子（金沢市）

初夏の田園風景
小堀　浩（志賀町）

二子塚眠る（西海千ノ浦）　　
磯部　雄三（白山市）

カンナ咲く頃（風無）
浅瀬　由喜子（七尾市）

富来の海
若林　光江（金沢市）

川尻からの風景
村山　昭久（志賀町）

祭り（まつり）
平林　李緒（金沢市）

※
紙
面
の
都
合
上
、
入
賞
作
品
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

洋画洋画

洋画
洋画

洋画

日本画

日本画 水彩画

■　第24回志賀町を描く美術展
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水彩画

【お詫び】
志賀町を描く美術展・金沢展の会期が「12月５日（水）～９日(日）」から

「12月７日（金）～ 11日（火）」に変更となりました。
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　町職員の給与は、国家公務員や民間企業とのバランスを考慮して給与条例などで定められています。その内容や人
事行政の運営の状況、取り組みについて、より公平性と透明性を高めるため、広く町民の皆さんにお知らせします。

 ６　勤務時間そのほか勤務条件
（１）勤務時間の概要（窓口業務職員、一部施設勤務職員を除く） （３）　育児休業・部分休業、育児短時間勤務の状況

（平成 24年４月１日現在） （平成23年度）

開始時刻 午前 8時 30 分 区　分 育児休業 部分休業 短時間勤務

休憩時間 正午～午後 1時 男　性 0 人 0 人 0 人

終了時刻 午後 5時 15 分 女　性 9人 1 人 1 人

1 週間の勤務時間 38 時間 45 分 計 9人 1 人 1 人

勤務を要しない日 土曜日・日曜日 　職員は３歳に満たない子を養育するため、町長などの承認を
受けて、３歳に達する日まで育児休業を取得することができま
す。
　職員は小学校の就学の始期に達するまでの子を養育するた
め、町長などの承認を受けて、部分休業の取得や当該職員が希
望する日および時間において勤務できる育児短時間勤務をする
ことができます。

（２）一般職員の年次有給休暇の取得状況
平成 23 年 平成 22 年
11.3 日 8.2 日

　年次有給休暇は1年につき20日付与されます。残日数は20日
を限度として翌年に繰り越すことができます。

 ７　分限・懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況 （２）懲戒処分の状況

区分 降任 免職 休職 降給 区分 戒告 減給 停職 免職
平成23年度 0 人 0 人 1 人 0 人 平成23年度 0 人 0 人 0 人 0 人

平成22年度 0 人 0 人 6 人 0 人 平成22年度 0 人 0 人 0 人 0 人
　分限処分は、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合
など、職責を充分に果たせないなどの一定の事由がある場合、
その職員に対して行われる処分です。

　懲戒処分は、職員に非違行為があった場合や職務を怠った場
合、非行があった場合になされる処分です。

 ８　公務災害などの状況
区　分 公務災害 通勤災害 計
平成23年度 ３ 件 0 件 ３ 件

平成22年度 １ 件 0 件 １ 件
　職員が公務災害、通勤災害を受けた場合に、受けた災害
に対する補償を迅速かつ公正に行い、併せて社会復帰の促
進、職員およびその遺族の援護を行う制度です。

 ９　職員の健康診断など受診の状況
区　分

受診者（受診率）
平成23年度 平成22年度

定期健康診断 351 人  （97.5％） 363 人  （96.3％）

胃 部 検 診 119 人  （33.1％） 118 人  （31.3％）

大腸がん検診 151 人  （41.9％） 146人  （38.7％）

肺 が ん 検 診 123 人  （34.2％） 132 人  （35.0％）
　職員の福祉の増進と行政能率の向上を図るため、労働安全衛
生法および志賀町職員安全衛生管理規程に基づき健康診断を実
施し、職員の健康管理を図っています。

10　研修の状況 ( 平成 23 年度）
（１）町研修会・講習会

研修会名 開催回数 受講者数
人事考課被評価者研修 2 回 59 人

新規採用職員研修 1 回 4 人

法 制 執 務 研 修 1 回 18 人

接遇研修 1 回 34 人

合　　計 5 回 115 人

（２）派遣研修
研修区分 期　　間 受講者数

石 川 県 １ 年間 1 人

石川県市町村職員研修所 １日～４日 56 人

市 町 村 職 員 中央研修所 １ 日間 1 人

そ の 他 研 修 機 関 １日～３日 11 人

羽 咋 郡 市 会 １ 回 20 人

合　　　計 ― 89 人
　職員の勤務能率・資質の向上のため、各種研修会の開催、職
員研修所などへの派遣を実施しています。

問総務課　☎32-9311
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町職員の給与などを公表します

（２）職員給与費（平成 23 年度普通会計決算）

職員数（A）
給　与　費 一人当たりの

給与費（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

267 人 940,010 千円 96,198 千円 328,862 千円 1,365,070 千円 5,113 千円
※１　職員手当には、退職手当は含まれていません。
※２　町長、副町長、議員などの特別職の給料、報酬などは含まれていません。
※３　職員数は、平成23年4月1日現在の人数です。

( ２）　定員管理の数値目標（全会計）
平成22年４月１日～平成27年４月１日における
定員管理の数値目標

平成22年4月1日
職員数

平成27年4月1日
職員数 純減数 純減率

377 人 339 人 38 人 △10.1 ％

 １   総　括
（１）人件費（平成 23 年度普通会計決算）
人口（平成 23年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A）

23,002 人 13,702,996 千円 68,602 千円 2,080,435 千円 15.2 ％
※１　人件費には、一般職の職員の給料や職員手当のほか、町長、副町長、議員など特別職に属する職

員の給料や報酬などを含みます。
※２　人口は、平成24年3月31日現在の住民基本台帳に基づいて記載しています。

 ２　職員の平均給料月額、初任給   ( 平成 24 年４月１日現在）
（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況 （２）職員の初任給の状況
区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 区　　　分 一般行政職 技能労務職
一般行政職 44.7 歳 319,100 円 352,300 円 大　学　卒 161,600 円 ―

技能労務職 49.0 歳 256,000 円 267,500 円 高　校　卒 140,100 円 137,200 円
※１　「平均給料月額」とは一般行政職および技能労務職の職員の基本給（給

料月額）の平均です。

※２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
時間外勤務手当などの諸手当を合計したものの平均です。

中　学　卒 ― 129,200 円

 ３　期末・勤勉手当
期末手当・勤勉手当（平成22年度支給割合）
区　　分 支給割合 加算措置
期末手当 2.60 月分 職制上の段階、職務の級などによる

加算　・役職加算　５％～ 15％勤勉手当 1.35 月分
※　勤勉手当の支給割合は成績率ごとに異なります。
　　記載している支給割合は、平成23年度における平均的な支給割合です。

 ４　特別職の報酬 ( 平成 24 年４月１日現在）
特別職のうち町長、副町長、教育長、議会議員の給料、報酬、期末手当
区　分 給料・報酬月額 期末手当（平成 23年度支給割合）

町　　長 756,000 円 6月期　1.40 月分
12月期　1.50 月分
12計期　2.90 月分

副　町　長 625,000 円

教  育  長 595,000 円

議　　長 284,000 円
町長・副町長・教育長（職責加算40/100）

議長・副議長・議員（職責加算15/100）
副　議　長 244,000 円

議会議員 230,000 円
※１　町長（△ 10%）については給与抑制措置後です。

 ５　職員数の状況 ( 各年４月１日現在）
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由
部　　門 平成24年（A) 平成23年（B) 増減数（A-Ｂ）
一般行政部門 228 人 230 人 △12 人

教育部門 38 人 38 人 △10 人
公営企業会計など 92 人 90 人 △12 人
合計 358 人 358 人 △10 人

【主な増減理由】
・組織機構の改革および事務事業の見直しに伴う減
・退職者の不補充による減
・医師の補充および業務の充実による増

※教育長を含みます。



三
みつい

井　一
かずお
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田　稔
みのる

 さん（76歳）　－富来地頭町－
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瑞宝双光章

　
「
受
章
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
す
三
井
さ
ん
。

　

約
50
年
に
も
及
ぶ
漁
師
生
活
を
送
っ
て
き
て

い
る
三
井
さ
ん
は
、
石
川
県
漁
協
西
海
支
所
副

運
営
委
員
長
を
現
在
ま
で
の
約
20
年
間
務
め
て

き
た
。
漁
師
が
漁
を
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
、「
仲
間
で
あ
る
漁
師
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
た
」
と
話
す
。
燃
料
の
効
率
的

な
調
達
や
、
甘
エ
ビ
な
ど
出
荷
す
る
ま
で
の
保

管
設
備
の
整
備
、
漁
を
す
る
範
囲
を
巡
っ
て
石

川
県
と
調
整
し
た
。
漁
業
の
発
展
に
体
を
張
っ

て
き
た
三
井
さ
ん
は
、「
西
海
の
漁
師
は
創
意
工

夫
が
あ
っ
て
成
長
し
て
い
る
」
と
語
る
。

　

漁
が
好
き
で
、
漁
業
に
徹
す
る
こ
と
を
信
条

と
し
て
い
る
三
井
さ
ん
は
、「
若
い
人
に
負
け
な

い
よ
う
に
現
役
の
漁
師
を
貫
く
」
と
意
気
込
み

を
見
せ
る
。

　
「
多
く
の
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
教
育
に
携

わ
っ
て
き
て
の
今
回
の
受
章
は
、
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
」
と
喜
び
を
表
す
堅
田
さ
ん
。

　

教
育
事
務
所
や
社
会
教
育
主
事
、
教
員
、
旧

富
来
町
教
育
長
な
ど
50
年
近
く
に
わ
た
り
教
育

に
携
わ
っ
て
き
た
。
教
育
長
時
代
に
は
、
統
合

小
学
校
の
建
設
、
富
来
高
校
と
富
来
中
学
校
の

中
高
一
貫
教
育
に
尽
力
。
富
来
高
校
存
続
の
た

め
の
中
高
一
貫
教
育
で
あ
っ
た
が
、
富
来
高
校

の
閉
校
に
寂
し
さ
を
募
ら
せ
る
。

　

現
在
、
富
来
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
で

あ
る
堅
田
さ
ん
は
、
数
年
前
に
中
学
１
年
生
を

対
象
に
、
社
会
貢
献
活
動
や
町
内
の
史
跡
巡
り

な
ど
を
行
う
「
富
来
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
少

年
塾
」
を
立
ち
上
げ
た
。「
少
年
塾
を
立
ち
上
げ

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
恩
返
し
を
込
め
て
、

教
育
面
で
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め

る
。

　平成 24 年秋の叙勲・褒章が 11 月３日に発表されました。
志賀町から三井一雄さん（西海千ノ浦）と堅田稔さん（富来
地頭町）の２人が受章しました。

黄綬褒章

秋の叙勲・褒章



広報しか 9

　

地
元
商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た

く
て
「
地
域
の
活
性
化
に
な
れ
ば･･･

」

と
の
思
い
か
ら
、
平
成
17
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
若
狭
た
か
は
ま
ひ
な
ま
つ
り
」。
賛

同
者
が
ひ
な
人
形
を
飾
る
こ
の
ま
つ
り

は
、
当
初
16
軒
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

今
で
は
１
０
０
軒
以
上
の
賛
同
者
が
い

て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
は
依
存
せ
ず
、
自
分
た
ち
で
楽

し
み
な
が
ら
企
画
・
運
営
し
て
い
る
「
ひ

な
ま
つ
り
の
会
」。
会
長
の
浜
瀬
昇
三
さ

ん
は
、
今
回
初
め
て
志
賀
町
を
訪
問
し
て

「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
む
ろ
た
に
で
の
食
事

は
最
高
で
し
た
。
手
の
込
ん
だ
料
理
は
、

み
ん
な
が
満
足
。
若
狭
高
浜
で
も
参
考
に

し
て
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
で
き
れ
ば
い

い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

ひなまつりの会会長
浜瀬 昇三 さん（62 歳）

福井県高浜町との

姉妹都市交流姉妹都市交流

　毎年、交互に訪問し、交流を深めている福井県
高浜町との姉妹都市交流。
　昭和 63 年７月に福井県高浜町の皆さんが、 友
好船に乗って来町し、第１回西能登やっちゃ祭り
に参加したことが交流の始まりです。
　平成２年11月に姉妹都市提携の調印式を行い、
本格的に姉妹都市交流が始まりました。高浜町開祖の碑を訪れた福井県高浜町ひなまつりの会の皆さんと

観光ボランティア又次の会の本多さん

　

11
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）
に

福
井
県
高
浜
町
の
地
域
づ
く
り
を
実
施

し
て
い
る
「
若
狭
た
か
は
ま
ひ
な
ま
つ

り
の
会
」
の
８
人
を
迎
え
、
姉
妹
都
市

交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。「
志
賀
町

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
」
と

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
業
を
体

験
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
お
互
い
の

事
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
「
観
光
振

興
交
流
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
昨
年
の
交
流
事
業
で
福
井

県
高
浜
町
を
訪
問
し
、
郷
土
料
理
教
室

を
開
い
た
室
谷
加
代
子
さ
ん
の
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
を
訪
れ
、
手
間
を
か
け
た
お

も
て
な
し
を
大
切
に
す
る
食
事
を
頂
き

な
が
ら
食
談
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

　

ま
た
、
小
学

校
の
廃
校
舎
を

利
用
し
た
熊
野

工
芸
工
房
で
、

染
色
作
家
の
宮

崎
岳
志
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な

が
ら
、
草
木
染

め
を
体
験
し
、
藍
染
め
の
ハ
ン
カ
チ
を

制
作
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
自

然
の
植
物
を
使
い
手
間
を
か
け
て
作
る

草
木
染
め
を
初
め
て
見
た
。
貴
重
な
体

験
で
し
た
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
、
高
浜
町
と
ゆ
か
り
の
あ

る
高
浜
町
開
祖
の
碑
や
小
浜
神
社
を
訪

れ
た
ほ
か
、
志
賀
町
特
産
の
こ
ろ
柿
づ

く
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
両
町
の
交
流
を
通
し
て
絆

が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

「農家レストランむろたに」での食談義

初めての体験をした藍染め

交
流
事
業
に
参
加
し
た

若
狭
高
浜
ひ
な
ま
つ
り
の
会
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　岐阜県で行われた第12回全国障害者スポーツ大会の砲
丸投競技で、銀メダルを獲得した戸田正之さん（福野）が
10月29日（月）に役場を訪れ、小泉町長に喜びを報告しま
した。
　自宅でのトレーニングや、町外のコーチのもとへ出向き
指導を受けるなど練習を重ねて大会に臨み、砲丸投競技の
ほかに、立幅跳でも４位入賞するなど好成績を残しました。
　戸田さんは「次回の大会にも出場し、金メダルを目指し
ます」と意気込みを話しました。

　12月に千葉県で行われる第40回記念バトントワーリン
グ全国大会に出場するチアダンスチーム「きらきらKids」
が、10月31日（水）に役場を訪れ、小泉町長に健闘を誓い
ました。
　２年連続出場となる全国大会に向けて、小泉町長は「ケ
ガをしないよう練習し、前回よりも上を目指してください」
と激励しました。メンバーを代表して高浜小６年の稲岡愛
琉さんが「大会では大きな声を出して、去年より上位を目
指します」と意気込みました。

　11月10日（土）に文化ホールで志賀町の各太鼓団体と、11日（日）に開催の「第15回これでもか！太鼓」に特別招待され出
演した宮城県女川町の女川潮

しおさい

騒太鼓轟会が太鼓技術交流会を行いました。
　女川潮騒太鼓轟会のメンバーは、東日本大震災の被災体験と震災から立ち直るまでの活動を報告しました。太鼓は津波
の被害ですべて海水に浸かり、会員のほとんどが家を失い、家族を失った人もいる中で、太鼓を洗って乾かし、毛布をか
けて周囲に音があまり響かないように遠慮しながら、屋外での練習をしたことなどを紹介。その不

ふびん

憫な練習の中でも子ど
もたちは楽しそうに練習に励み、たくさんの人たちから支援を受け、演奏活動が行えるようになったことを報告しました。
　太鼓技術交流会では、志賀の太鼓連絡協議会が女川潮騒太鼓轟会の子どもたちに、志賀町無形文化財の「志賀の太鼓リ
ズム」を打ち込み、芸、調子などを交えながら教えました。志賀の太鼓リズムを教わった女川潮騒轟会のメンバーは、11
日に行われた「これでもか！太鼓」で、町内の子どもたちが演奏した「志賀夢心」に参加し、フィナーレを飾りました。

小泉町長に喜びを報告する戸田さん（右）

全国大会での健闘を誓うきらきら Kids のメンバー

太鼓技術交流会で女川潮騒太鼓轟会が志賀の太鼓リズムを体験 被災状況や太鼓活動状況について大型スクリーンを使い報告

砲丸投 12m70 の記録で銀メダル

全国バトン大会へ健闘を誓う

被災地域の人たちに太鼓を通して活力を

全国障害者スポーツ大会

きらきら Kids

志賀の太鼓伝承事業交流会
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　元気に暮らすことを目的に60歳以上の人を対象とした
志賀町羽衣大学の入学式が、10月31日（水）に富来地域、
11月１日（木）に志賀地域でそれぞれ行われました。
　志賀地域330人、富来地域413人の計743人が入学し、志
賀・富来の両地域で各６回、著名人を講師に迎え講義を受
け、平成25年１月24日に卒業式を迎える予定です。
　第１回目の講義では、「安岡正篤の世界」を執筆した作家
の神渡良平氏を講師に迎え、「人は何によって輝くのか？」
と題して講演され、受講者は熱心に耳を傾けていました。

　昭和60年に加能作次郎の生誕100年を記念して生まれた加
能作次郎文学賞表彰式が、11月17日（土）に富来支所で行わ
れました。
　この文学賞の課題は「私と本との出会い」、「生活作文」で、
中学生の部の文学賞に、志賀中学校２年の加茂野優さんが
オーストラリアへの海外研修について書いた「人々の「心の架
け橋」に」が受賞。佳作には、富来中学校３年の的場有沙さん
の「全国大会に向けて」、富来中学校３年の加藤壮馬くんの「会
長という仕事」、志賀中学校２年の押田光優さんの「私と本と
の出会い」が受賞しました。

　11月18日（日）に、志賀町富来Ｂ＆Ｇ海洋センターフレ
アで、石川県室内水泳競技大会能登大会が行われました。
　大会には、県内のスイミングクラブや中学校、大学の水
泳部の選手254人が、一般の部と小学生の部に分かれて出
場しました。
　レースは自由形、平泳ぎ、バタフライ、背泳ぎ、個人メ
ドレー、リレー、メドレーリレーが行われ、選手は仲間の
声援を受けながら白熱したレースを展開していました。

　地産地消を目指し、子どもたちに地元で採れるおいしい
食材を知ってもらおうと、ＪＡ志賀が11月13日（火）の町
内小中学校の給食食材を提供しました。
　高浜小学校５年１組では、ＪＡ志賀営農指導課長の川端
さんが訪れ、この日提供したさつまいもや大根、ごぼう、
米など、地元でとれる食材は、家族や近所に住んでいる人
が真心を込めて作っていることを児童に教えました。
　高浜小学校の高野正人校長は、「栄養のある食べ物を子
どもたちが食べれば、学力の向上にもつながる」と話し、
提供された食材に感謝していました。

地元の食材をかみしめて食べる児童

謝辞を述べる加茂野さん（右）と受賞した皆さん

講義を行う神渡良平氏

声援を受けながら泳ぐ選手

給食に志賀町産が盛りだくさん

志賀・富来の両地域で羽衣大学が開校

文学に親しみ日ごろの想いを作品

フレアで県水泳大会能登大会が開催

JA 志賀が給食食材を購入・納入

高齢者教養講座

第 28回加能作次郎文学

石川県室内水泳競技大会
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施設区分 施設名など 所在地 休業・休館の期間 特記事項、平常時の休業など

行 政

志 賀 町 役 場 本 庁 舎 末　吉
12月29日～１月３日

・用事のある人は夜間受付口からお入
　りください。
・年末年始の期間中は戸籍の届出（出生・
　死亡・婚姻など）の受領は行います富 来 支 所 富来領家町

土田郵便局での住民票・印鑑証明書の事務取り扱いは12月29日～１月３日までお休みとなります

医療保健

福祉施設

志 賀 ク リ ニ ッ ク

高浜町

12月29日～１月３日デ イ ケ ア セ ン タ ー

保 健 福 祉 セ ン タ ー

デイサービスセンター 12月29日～１月３日

シ ョ ー ト ス テ イ 無　休

富 来 病 院 富来地頭町 12月29日～１月３日

シ ル バ ー ハ ウ ス 代　田
12月28日～１月４日 毎週月曜日休館

や す ら ぎ 荘 福　井

とぎ地域福祉センター

酒　見

12月28日～１月４日 毎週水曜日休館

と ぎ 温 泉 セ ン タ ー １月１日
毎週月曜日休館
・12月29日、30日、１月２日、３日は
   13時～ 17時まで営業します
   12月31日は10時～ 19時まで営業します

観光施設

アクアパーク シ・オン
末　吉

無　休
・12月31日～１月２日は24時間営業
　（ただし5時~7時まで風呂掃除）
・プールは通常営業（10時~22時）

道 の 駅　 旬 菜 館 12月31日～１月３日 毎週火曜日休館

シーサイドヴィラ渤海
富来領家町

無　休
道 の 駅　 と ぎ 海 街 道 ・12月29日～１月３日は９時～ 17時の営業

富来サイクリングターミナル 里本江

能登リゾートエリア増穂浦 相　神 予約受付は１月４日から行います

花のミュージアム　フローリィ 赤　住 12月１日～３月19日 冬季休館中です

子 育 て、

教育施設

児童館・各放課後児童クラブ 12月29日～１月３日

文 化 ホ ー ル 高浜町 12月28日～１月３日

富 来 活 性 化 セ ン タ ー 富来領家町 12月29日～１月３日

図 書 館 高浜町
12月28日～１月４日 毎週月曜日休館

富 来 図 書 館 富来領家町

スポーツ

施 設

総合体育館・総合武道館
弓 道 場・ 陸 上 競 技 場

町
12月27日～１月４日 毎週月曜日休館

多目的スポーツセンター 矢蔵谷

高 浜 体 育 館 高浜町 12月21日～１月９日

富 来 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー 里本江 12月27日～１月４日 毎週月曜日休館

稗造スポーツセンター 大　西 12月27日～１月４日

富 来 B&G 海 洋 セ ン タ ー 富来領家町 12月29日～１月３日 毎週月曜日休館

そ の 他

施 設

リサイクルセンター（ごみ収集）
12月31日～１月３日

羽咋ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰおよび衛生ｾﾝﾀｰの

受け入れは12月30日正午までです衛 生 セ ン タ ー

志 賀 斎 場・ 羽 咋 斎 場 １月１日

主な公共施設などの 「年末年始」 休業のご案内です主な公共施設などの 「年末年始」 休業のご案内です
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年末年始は年末年始は火火の取り扱いに注意しよう！
▼
火
の
元
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
は
休
日
が
多
く
、
家
を
留
守
に
し
た
り
、

事
業
所
も
無
人
に
な
り
が
ち
で
す
。
楽
し
く
年
末
年
始

を
過
ご
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

◆　
家
庭
で
は
…

●
外
出
時
や
寝
る
前
に
は
、
必
ず
火
の
元
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

●
暖
房
器
具
は
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、
調
子
の
悪
い

器
具
は
専
門
の
業
者
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆　
事
業
所
で
は
…

●
人
の
出
入
り
の
多
く
な
る
事
業
所
で
は
、
繁
忙
の
た

め
に
火
の
取
り
扱
い
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で

す
。
巡
視
体
制
を
強
化
し
、
避
難
誘
導
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
従
業
員
一
人
一
人
の
役
割
を
明
確
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
年
末
・
年
始
が
休
日
に
な
る
事
業
所
で
は
、
定
期
的

に
巡
視
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　先月はスーパーセンターロッキー志賀の郷店、どんたく
高浜店で街頭宣伝をしたよ。だんだん寒くなってきて暖房
やストーブを使うようになり、火災の起こりやすい季節と
なったので火の取り扱いには十分に注意してね。
　来年も住警器仮面をよろしく !!

意しようううううううう！意しよう！

▲住警器仮面が火の取り扱いに
ついて園児に指導しました。

▼映像を見せながら園児に対して
防火教室を開きました

　

志
賀
消
防
署
で
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
防
火
意
識

が
大
切
と
考
え
、
町
内
の
保
育
園
で
防
火
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。
写

真
な
ど
を
使
い
問

題
形
式
で
、
園
児

が
火
事
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
話
を
聞
き
、
職

員
の
自
作
の
劇
や
住
警
器
仮
面
の
防
火
の
話
を
楽

し
く
聞
い
て
い
ま
し
た
♪

園
児
の
防
火
意
識
を
育
て
る

火
災
救
助
の
連
携
訓
練
を
実
施

〜
園
児
に
防
火
教
室
〜

▲はしご消防車を使い訓練する志賀
消防署員

　

11
月
６
日
㈫
と
７
日
㈬
、
志
賀
消
防
署

で
羽
咋
消
防
署
、
宝
達
志
水
消
防
署
、
志

賀
消
防
署
、
富
来
分
署
の
約
１
０
０
人
が

参
加
し
、
各
署
が
立
案
・
想
定
し
た
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

志
賀
消
防
署
員
は
、
５
階
建
て
ア
パ
ー

ト
の
３
階
か
ら
出
火
の
想
定
の
も
と
、
タ

ン
ク
車
や
ポ
ン
プ
車
で
放
水
し
、
は
し
ご

車
を
出
動
さ
せ
る
な
ど
し
て
要
救
助
者
を

救
出
す
る
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
、

田
頭
善
彦

消
防
長
が

「
訓
練
を
重

ね
て
、
災
害

〜
安
全
性
・
確
実
性
・
迅
速
性
を
確
認
〜

な
ど
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
」
と
署

員
に
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
中
甘
田
保
育
園
の
園
児

23
人
が
バ
ス
遠
足
で
志
賀
消
防
署
を

訪
れ
、
迫
力
あ
る
訓
練
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

火災・救急・救助は 119 番　　防火・防災・救急に関するお問い合わせ⇒志賀消防署  ☎ 32-1776　富来分署  ☎ 42-1211

消防署からのお知らせ

住
警
器
仮
面

住警器仮面コラム
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印鑑登録証（カード）の引き換えは済んでいますか？

　平成 17 年の旧志賀町と旧富来町の合併に伴い、印鑑登録証（カード）の様式が変更にされています。従前の古
いカードは使用できませんので、まだ、新しい印鑑登録証（カード）に引き換えされていない人は、早めに引き換
え手続きをお願いします。

◆引き換え手続きに必要なもの
お持ちいただくもの 本人が来庁 代理人が来庁

印鑑（認印） ○ ○
印鑑登録証（カード） ○ ○

本人確認ができるもの（※１） ○
本人名義のもの

○
申請者名義のもの

申請書兼受領書 兼 委任状（※２） ○ ○

※１「本人確認ができるもの」…
　　「運転免許証」など公的機関が発行した顔写真入りの身分証
明書などをお持ちください。

※２　「申請書兼受領書 兼 委任状」…
　　住民課または富来支所の総合窓口にあります。
　　「委任状」欄は、別世帯の人が窓口に来庁される場合に必要
となります。また、委任状には、登録されている印鑑の押印
が必要です。

印鑑登録証（カード）
（旧志賀町）

印鑑登録証（カード）
（旧富来町） 新しい印鑑登録証（カード）

問住民課　戸籍住民窓口担当　☎32-1111　　富来支所　総合窓口　☎42-1111

※印鑑登録証明書など必要ない人は、印鑑登録を「廃止」することもできます。

手数料無料 !!

ジョブカフェ石川
◆能登サテライト◆　〒926-0046　七尾市神明町1　ミナ・クル3階
　　　　　　　　　　Tel. 0767-53-7070　 Fax. 0767-53-7022  E-mail  noto@jobcafe-ishikawa.jp
                   　　　　【開館時間】9:00～ 18:00　　休館　日・祝祭日、年末年始
　　　　　　　　　　【交通アクセス】JR七尾駅より徒歩1分、お車の場合はミナ・クルまたはパトリア駐車場を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご利用ください。(３時間まで無料 )
◆金　沢　セ　ン　タ　ー◆　〒920-0935　金沢市石引4-17-1　石川県本多の森庁舎１階
　　　　　　　　　　Tel. 076-235-4513　 Fax. 076-235-4523  E-mail  jobcafe@jobcafe-ishikawa.jp
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438Kcal
塩分1.6g
【１人分】

今月のレシピ

しかチャンネルで
放送中‼放送中‼

ししし

ごま団子の甘酢あんかけごま団子の甘酢あんかけ
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問健康福祉課（地域包括支援センター）　☎32-9132

「こんにちは地域包括支援センターです」

◆高齢者の転倒・骨折を防ぎましょう
　高齢者の場合、ちょっとしたことで転倒し骨折する
危険性が高く、骨折すると回復に時間がかかります。
　転倒の原因に筋力の低下があります。自分では段差
を越えたつもりでいても実際は足が上がらず転倒する
場合や、バランス感覚の衰え、コードやカーペットに
足を引っかけ転倒するなど家の中の環境も転倒の原因
になります。

◆転倒・骨折しないために
①運動
　散歩や体操をして筋力・体力を維持しましょう。

②骨粗鬆症を予防
　牛乳・小魚・納豆・きのこなどバランスよく食べ
ましょう。　

③整理整頓や安全対策
　カーペットを固定したり、夜には足元に照明が当
たるようにしましょう。

④履き物に注意
　足に合った靴を選びましょう。

⑤「転ばぬ先の杖」
　転倒の不安があるときは杖をつかいましょう。

※町では介護予防教室を行っています。関心がある※町では介護予防教室を行っています。関心がある
人はお問い合わせください。人はお問い合わせください。

　国民年金保険料は所得税および住民税の申告で、全額
が社会保険料控除の対象となります。その年の１月１日
から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したこと
を証明する書類の添付が必要です。
　平成24年１月１日から９月30日までの間に国民年金保
険料を納付した人は、「社会保険料(国民年金保険料)控除
証明書」が11月上旬に送付されていますので、年末調整や
確定申告する場合には必ずこの証明書を添付してください。
　10月１日から12月31日までの間に今年初めて納付した
人は、平成25年２月上旬に送付します。

国 民 年 金

社会保険料 (国民年金保険料 )
控除証明書を発行します

～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

◆国民年金に関するお問合せ・相談
　☎ 0570-070-117（ナビダイヤル )

050 や 070 から始まる電話でかける場合は　03-6700-1130

【ごま団子】
① 豆腐は水切りする。
② ボウルの中に①を入れ、手でつぶす。白
玉粉、塩を入れてよく混ぜ、丸める。

③ ②に白ごまをまぶし、油で揚げる。

【甘酢あんかけ】

① 鶏肉は小さく切り、調味料（Ａ）で下味
をつける。

② 玉ねぎは１㎝幅に切り、にんじんは 5㎜幅
に切り型抜きする。ブロッコリーは小房
に分け、にんじんと一緒にさっと茹でる。

③ 熱したフライパンにサラダ油を入れ、①
の鶏肉を炒める。

④ 鶏肉に火が通ったら、野菜を炒め、調味
料 ( Ｂ ) を加えて煮る。

⑤ 器にごま団子を盛り、④のあんかけをか
ける。

◆作り方
◆材料・４人分
　鶏胸肉 150㌘
　玉ねぎ １個
　にんじん 1/4 本
　ブロッコリー 1/4 株
　サラダ油 大さじ１
【ごま団子】
　木綿豆腐 150㌘
　白玉粉 100㌘
　塩 少々
　白ごま 大さじ３
　揚げ油 適量
【調味料（Ａ）】
　しょうゆ 小さじ１
　片栗粉 大さじ１
【調味料（Ｂ）】
　砂糖・しょうゆ 各大さじ１
　酢 大さじ２
　ケチャップ 大さじ３
　中華スープの素 大さじ１
　水 １カップ
　片栗粉 大さじ１
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チャリティーてんと市

◆日　時　 12月11日㈫　　　　　
　　　　　  ８時30分～ 11時00分
◆場　所　   道の駅「旬菜館」前
※みなさんのお越しをお待ちしています。

問農林水産課　☎32-9221

志賀町社会福祉協議会から
寄付のお知らせ

◆鹿頭の上江哲夫様から、上江浩が
お世話になったので感謝の気持
ちとして　100,000円

◆志賀農業協同組合様から、ＪＡ志
賀農業まつり農産物品評会の販
売代金を福祉向上に　22,600円

◆安津見の新明侃二様から、亡母の
供養として社会福祉に役立てて
ほしいと　100,000円

◆志賀町女性団体協議会様から、文
化祭バザー売上金の一部を社会
福祉向上に　20,000円

善意の花

募　集 催し物

古着のリフォ－ム教室（第６回）

◆内　容　古着を使って小物を作
り、ごみを出さない工夫と布の有
効利用を図る。
◆日　時　12月８日㈯　９時～
◆場　所　リサイクルセンタ－
◆定　員　15人
◆参加費　700円
◆持ち物　古着の布１枚、裁縫道具
◆講　師　原田洋子氏
◆申込期間　12月５日㈬～７日㈮
◆申込先　クリンクルはくい　　
問☎27-1153　℻27-1154

エコクッキング教室（第７回）

◆内　容　料理をとおして、ごみ
を出さない工夫や出たごみの分別
の仕方を学ぶ。
◆日　時　12月16日㈰　９時～
◆場　所　リサイクルセンタ－
◆定　員　20人
◆参加費　1,000円
◆持ち物　エプロン、三角巾、箸
◆講　師　室谷加代子
◆申込期間　12月５日㈬～ 13日㈭
◆申込先　クリンクルはくい　　
問☎27-1153　℻27-1154

㈶能登半島地震復興基金
平成25年度事業募集中!!

　能登の交流人口拡大や地域ブラ
ンド育成などの震災復興地域づく
り総合支援事業を募集します。
◆事業開始　平成25年４月
◆対 象 者　能登の活性化に取り
　　　　　　組む県内の民間団体
◆応募締切　12月28日㈮
※応募する場合は、事前に連絡し
てください。
問㈶能登半島地震復興基金

（石川県庁地域振興課内）
☎076-225-1317

URL:http://www.noto-fukkoukikin.jp

東日本大震災チャリティー
民謡民舞の祭典

◆日　時　12月8日㈯　11時開演
◆場　所　富来活性化センター大ホール

◆入場料　無料
◆賛助出演　竹心会、二代目杉山貞悦
冨士子の会、和田よい子の節保存会、

富来健康クラブ

◆主　催　富来民謡保存会・民舞勝栄会

問富来民謡保存会　担当  堀
☎090-1636-0760

志賀町土地改良区　区域内農地の移動について志賀町土地改良区　区域内農地の移動について
　売買・経営移譲・利用権設定などで農地の移動がありましたら、移動　売買・経営移譲・利用権設定などで農地の移動がありましたら、移動
届を提出してください。届を提出してください。
◆道路などに潰れた場合や、他の理由で農地でなくなった場合は転用決◆道路などに潰れた場合や、他の理由で農地でなくなった場合は転用決
　済金がかかる区域もありますので知らせてください。　済金がかかる区域もありますので知らせてください。
◆移動届を提出しないと、賦課金は従来のまま賦課されます。◆移動届を提出しないと、賦課金は従来のまま賦課されます。
　用紙は志賀町土地改良区事務所（堀松公民館内）にあります。　用紙は志賀町土地改良区事務所（堀松公民館内）にあります。

「水土里ネット  しか」  からお知らせです！

問志賀町土地改良区事務所　☎32-3851

若年母子研修会（料理教室）
親子参加者募集

　クリスマスやお正月に向けてお
もてなし料理を作ってみません
か？親子で気軽にご参加くださ
い！
◆日　時　12月15日㈯　10時～
◆場　所　志賀町文化ホール
　　　　　 調理実習室
◆対象者　20歳以下のお子さんを
持つ母子家庭の親子
問志賀町母子寡婦福祉会　☎42-2545
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納税のお知らせ

Town Infomation

情報パーク情報パーク

今月の窓口延長業務

　住民票・戸籍謄抄本・印鑑証明
などの発行業務
◆日　時
　12月１日㈯・８日㈯・15日㈯・
　　　 22日㈯　９時～ 12時30分
(注意)窓口延長業務は本庁舎の住
民課窓口での取り扱いとなります。
諸証明発行業務で一部取り扱いで
きない業務もあります。事前に電
話などで確認の上、窓口にお越し
ください。
問住民課　☎32-9121

お知らせ

聴覚障害者の皆さんへ

　手話通訳・要約筆記通訳のできる

職員を本庁・健康福祉課に配属して

います。手話や要約筆記による相談、

行政手続きなどに対応しますので、

どうぞお気軽に利用してください。

　設置日時は次のとおりです。
◆健康福祉課
　毎週㈪～㈮　８時30分～ 17時15分
　※富来支所対応日を除く。
◆富来支所総合窓口
　12月５日㈬・19日㈬　14時～ 16時
問健康福祉課　☎32-9131

・固定資産税　第３期
・国民健康保険税　第６期
・後期高齢者保険料　第９期
・介護保険料　第６期

納期限は12月25日（火）です。

総合相談（無料）

　総合相談所を町内２カ所で開設
します。どちらの地域でも相談で
きます。お気軽にお越しください。
※秘密は厳守します。
◆相談員　行政相談委員、人権擁
護委員、民生・児童委員、司法書士、
法務局の方々が相談に応じます。
＜志賀地域＞
◆と　き　12月７日㈮　10時～ 15時
◆ところ　志賀町文化ホール２階
問志賀町社会福祉協議会志賀支所
☎32-1363
＜富来地域＞
◆と　き　12月７日㈮　10時～ 15時
◆ところ　富来行政センター２階
　　　　　201会議室
問志賀町社会福祉協議会　☎42-2545

ひとり親家庭相談

　自立支援員が相談に応じています。
　くらしのこと、子どものこと、貸
付金のこと、就職のことなど、どん
なことでもお気軽に相談ください。
◆日　時　12月27日㈭
　　　　　10時～ 15時
　※毎月第４木曜日
◆場　所　役場本庁舎　相談室
問子育て支援課　☎32-9122

障害者福祉総合相談

◆日　時　12月12日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　11会議室
問健康福祉課　☎32-9131

ハローワーク相談

◆日　時　12月19日㈬
　　　　　14時～ 15時30分
◆場　所　富来活性化センター
問商工観光課　☎32-9341

相　談

無料法律相談

◆日　時　12月14日㈮
　　　　　13時15分～ 16時45分
◆場　所　役場本庁舎　相談室
◆相談弁護士　國田武二郎弁護士
　　　 （堀松出身・名古屋市在住）
◆相談時間　１人30分（要予約）
◆募集定員　７人（予定）初めての
人を優先します
※定員になり次第締切りとします。
※申込用紙は本庁舎住民課と富来
支所総合窓口にあります。
問住民課　☎32-9121

町長談話室の日程

◆日　時　12月19日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　１階
◆日　時　12月26日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　富来支所
※開始時刻および終了時刻は都合
により変更になる場合があります
ので、事前にご確認ください。
問総務課　☎32-9311

林業退職金共済制度（林退共）

林業の仕事をしていたことが
ありませんか？

　林業退職金共済制度（林退共）に
加入していたが、退職金をまだ受け
取られていない人を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、
自分が加入していたか分からない人
についても調べます。
　罹災された共済契約者および被共
済者の皆さんに対し、各種手続（共
済手帳の紛失、退職金の請求など）
の必要が生じた場合は対応しますの
で、最寄の支部または本部へ相談し
てください。

問独立行政法人勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部
☎03-6731-2887　℻03-6731-2890
URL:http://www.rintaikyo.taisyokukin.

go.jp/
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・七尾児童相談所　☎ 0767-53-0811　・志賀町子育て支援課　☎ 32-9122　・志賀町児童相談　携帯電話 090-8267-4693
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〜

　除雪の範囲は、居住のために使用している人家の住居敷地内で、玄関先から
公道までの日常生活を営む上で、必要不可欠な通行が確保できる範囲です。
　利用する場合は、事前の登録が必要です。

【問い合わせ先・申請先】健康福祉課☎ 32-9131　志賀町社会福祉協議会☎ 42-2545

【問い合わせ先】
建設課　☎ 32-1111

【問い合わせ先】企画財政課　☎32-9331

▶対象世帯
①  65 歳以上の高齢者のみの世帯
②  母子世帯
③  障害者世帯など

▶費　用：500円（１回につき）
　※生活保護世帯、町民税非課税世帯は免除

除雪作業の円滑な除雪作業の円滑な実施のために皆さんのご協力をお願いします。実施のために皆さんのご協力をお願いします。

◆道路付近の竹や木の枝などは、所有者の人があらかじめ処分してください。

◆路上駐車はしないでください。

◆消防水利（消火栓、防火水槽）の周辺や除雪機械の入れない狭い道路は、地元
　の皆さんの共同作業により除雪してください。

◆県道や町道、バスの反転場所などでの違法駐車は絶対にしないでください。

◆積雪で竹や立木などが道路に覆いかぶさり、運行障害となっている場所があります。そ
の場合は、原則地権者が伐採をしなければいけません。あらかじめ想定できるところは
区長から地権者に話し、対処してください。ご協力をお願いします。

◆積雪や凍結などで道路状況が危険な場合は、運行ルートを変更することがあります。あらかじめご了承ください。
また、運行ダイヤが遅れることもありますのでご理解をお願いします。

　除雪作業は積雪状況に応じて行います。地区によっては除雪機械の運行経路により、
作業が遅れることもありますのでご了承ください。

降雪時期が近づいています降雪時期が近づいています

積雪時のバス運行  積雪時のバス運行  にご協力をお願いします

※年末年始のコミュニティバスの運行について12月31日（月）から１月３日（木）は運休となります。

自力での除雪が困難な世帯に　

小型除雪機などによる   除雪作業を支援します除雪作業を支援します
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問住民課　☎32-1111

（志賀地区）　能登　正人（上　棚）　金谷由紀枝（高浜町）
　　　　　　障子口文雄（牛ヶ首）　山崎　豊治（倉　垣）
　　　　　　三津　幸子（大　島）
（富来地区）　大野　　堯（西海風無）　三沖　　博（日下田）
　　　　　　前田　正子（中　浜）　村上　栄子（富来領家町）

－  12月４日火から10日月は、人権週間です！  －
　　12 月４日から 10 日を「人権週間」と定め、人権の意義を訴え、人権意識の高揚を図る
ための各種啓発事業を全国で実施しています。

　日常生活で基本的人権が侵害されないように絶えず　日常生活で基本的人権が侵害されないように絶えず
監視し、もし、侵害があった場合には、適切に救済を監視し、もし、侵害があった場合には、適切に救済を
図り、自由人権思想の普及高揚に努めています。図り、自由人権思想の普及高揚に努めています。

　人権擁護委員が「人権常設相談所」を設置していま
す。困ったことや、悩み事をお持ちの人は、遠慮なく
法務局あるいは人権擁護委員に相談してください。

▶志賀町の人権擁護委員▶志賀町の人権擁護委員 ▶人権に関する相談（無料）

（人権常設相談所）
金沢地方法務局七尾支局　　0767-53-1721
金沢地方法務局人権擁護課　076-231-1247
女性の人権ホットライン　　0570-070-810
子ども人権 110 番　　　　　0120-007-110

　人権に関する相談は、毎月総合相談（無料）
にあわせて開催しています。

　人権週間相談日　　12月７日 ( 金 )　
　　　　　　　　　　　10時～ 15時

　相　談　会　場　　志賀町文化ホール２階
　　　　　　　　　　富来行政センター２階

▶人権週間における 17項目の強調事項人権週間における 17項目の強調事項
○女性の人権を守ろう　　　　　　　　
○子どもの人権を守ろう　　
○高齢者を大切にする心を育てよう　　　
○障がいのある人の自立と社会参加を進めよう
○部落差別をなくそう　　　　　　　　　
○アイヌの人々に対する理解を深めよう
○外国人の人権を尊重しよう　　　　　　
○ＨＩＶ感染者やハンセン病患者などに対する偏見をなくそう
○刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
○インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
○北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
○ホームレスに対する偏見をなくそう
○性的指向を理由とする差別をなくそう　
○性同一性障害を理由とする差別をなくそう
○人身取引をなくそう
○東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

第 64回人権週間

　地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地
域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するため、宝くじ
の社会貢献広報事業として、コミュニティ助成金により太鼓が
購入されました。
　この助成金は、宝くじの受託事業収入を財源として、交付さ
れるものです。
　団体では会員の日常練習はもとより、郷土芸能の保存継承、
地域のコミュニティ活動の推進に役立てたいと考えています。

『冨木神幸太鼓　煌
きらら

』に新しい太鼓が整備
～宝くじ助成金で太鼓の整備～



広報しか 20

一
杯
の
ワ
イ
ン
に
酔
へ
り
今
日
の
月　
　

冨
地　

重
内

黒
部
川
と
ど
ろ
く
全
山
紅も
み
じ葉

濃
し　
　
　

浅
野　

照
子

一
枚
の
落
葉
に
ひ
そ
む
石
仏　
　
　
　
　

下
野　

久
雄

誰
恋
う
か
社
や
し
ろの
隅
に
彼
岸
花　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

晴
れ
わ
た
る
空
新
米
の
初
出
荷　
　
　
　

前
川
美
代
子

野
も
谷
も
セ
イ
タ
カ
草
や
道
祖
神　
　
　

大
乗　

大
城

鍬
洗
う
わ
れ
を
一い
ち
べ
つ
へ
び
あ
な

瞥
蛇
穴
に　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

子
等
送
り
色
な
き
風
の
中
に
佇た

つ　
　
　

堀　
　

綾
子

十
三
夜
茶
柱
二
本
立
ち
に
け
り　
　
　
　

須
广
と
み
子

子
に
命
懸
け
し
母
な
り
十
三
夜　
　
　
　

小
島　

史
子

句
と
共
に
齢
よ
わ
い

重
ね
て
文
化
の
日　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

食
感
を
か
み
し
め
て
を
り
零む
か
ご
め
し

余
子
飯　
　

安
田
紀
美
恵

稲は
ざ
ま
い

架
米
が
届
い
た
と
い
ふ
長
電
話　
　
　

川
田
ま
き
を

別べ
っ
し
ょ
だ
け

所
岳
展
望
台
の
風
は
秋　
　
　
　
　
　

森
下
い
わ
お

孫
二
人
語
り
会
え
る
を
喜
べ
ど

話
題
は
我
の
知
ら
ざ
る
世
界　
　
　
　
　
　
　

み
さ
の

遠
き
日
に
妻
と
訪
ね
し
義
母
の
畑

明
る
き
笑
顔
今
ぞ
懐
か
し　
　
　
　
　
　
　
　

光　

雄

紅
葉
も
色
あ
ざ
や
か
に
冬
を
待
つ　
　
　

岡
本　

栄
子

展
望
台
増
穂
が
浦
の
波
し
ず
か　
　
　
　
　
　

末　

子

敬
老
会
あ
ら
元
気
、
達
者
や
っ
た

お
陰
さ
ん
で
よ
か
っ
た
う
れ
し
い
出
逢
い　
　

信　

子

萩
津
和
野
旧
居
訪
ぬ
る
六
十
路
旅

維
新
の
志
士
に
想
い
を
馳
せ
て　
　
　
　

松
本
理
希
三

初
孫
の
眠
り
つ
見
せ
る
微
笑
み
に

眺
む
る
大ひ

と人
は
幸
せ
も
ら
う　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

咲
く
花
を
頭
に
描
き
土
づ
く
り　
　
　
　
　
　

浅　

子

紅
葉
が
目
で
味
わ
え
る
ハ
イ
キ
ン
グ　
　
　
　

美
智
代

文
芸
教
室

－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、
川柳については一首（一句）として送付ください。紙面の都
合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒925-0918志賀町末吉千古１番地１
　志賀町教育委員会　生涯学習課まで
　※毎月７日までにお送りください。
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さ
れ
た
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
で　

町
に
笑
顔
の花

が
咲
く

土
田
小　

六
年　

日
髙
あ
き
子

ご
め
ん
な
さ
い　

そ
の
一
言
で

ま
た
友
達

上
熊
野
小　

五
年　

宮
本　

葵
衣

マ
ナ
ー
は
ね　

相
手
を
思
う

気
持
ち
か
ら

高
浜
小　

六
年　

河
崎　

紀
子

あ
い
さ
つ
で　

気
持
ち
つ
な
が
る

地
域
の
輪

富
来
中　

三
年　

川
田　

佳
葉 

あ
い
さ
つ
は　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

お
ま
じ
な
い

志
賀
中　

一
年　

細
川　

妃
菜 

あ
い
さ
つ
は　

心
に
ひ
び
く

あ
い
こ
と
ば

富
来
中　

二
年　

高
蔵　

夏
稀

　

第
８
回
志
賀
町
文
化
祭
が

　

第
８
回
志
賀
町
文
化
祭
が
1111
月
３
日
か

月
３
日
か

ら
４
日
に
か
け
て
、
文
化
ホ
ー
ル
と
富
来

ら
４
日
に
か
け
て
、
文
化
ホ
ー
ル
と
富
来

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
に
つ
い
て
は
文
化
協
会
、
愛
好
会
、

展
示
に
つ
い
て
は
文
化
協
会
、
愛
好
会
、

児
童
生
徒
、
一
般
の
人
た
ち
な
ど
に
よ
る

児
童
生
徒
、
一
般
の
人
た
ち
な
ど
に
よ
る

力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
両
会
場
と
も

力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
両
会
場
と
も

多
く
の
皆
さ
ま
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、

活
気
あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

活
気
あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文
化
ホ
ー

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文
化
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
で
、
文
化
の
日
記
念
式
典
、

ル
大
ホ
ー
ル
で
、
文
化
の
日
記
念
式
典
、

記
念
講
演
会
、
御
供
田
幸
子
の
コ
ン
ト

記
念
講
演
会
、
御
供
田
幸
子
の
コ
ン
ト

シ
ョ
ー
、
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
が
行
わ
れ

シ
ョ
ー
、
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
記
念
講
演
会
で
は
、
落
語
家
の

ま
し
た
。
記
念
講
演
会
で
は
、
落
語
家
の

林
家
染
二
氏
が
「
一
生
懸
命
が
か
っ
こ
い

林
家
染
二
氏
が
「
一
生
懸
命
が
か
っ
こ
い

い
〜
子
ど
も
の
人
間
力
を
育
て
よ
う
〜
」

い
〜
子
ど
も
の
人
間
力
を
育
て
よ
う
〜
」

と
題
し
て
講
演
し
、
終
了
後
に
は
弟
弟
子

と
題
し
て
講
演
し
、
終
了
後
に
は
弟
弟
子

の
林
家
卯
三
郎
氏
と
染
二
氏
の
落
語
会
が

の
林
家
卯
三
郎
氏
と
染
二
氏
の
落
語
会
が

行
わ
れ
、
観
客
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ん

行
わ
れ
、
観
客
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ん

で
い
ま
し
た
。

で
い
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
に
よ
る
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

　

文
化
協
会
に
よ
る
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、大
正
琴
で
始
ま
り
、

ン
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、大
正
琴
で
始
ま
り
、

民
謡
、
琴
、
詩
吟
、
合
唱
、
木
遺
、
よ
さ

民
謡
、
琴
、
詩
吟
、
合
唱
、
木
遺
、
よ
さ

こ
い
、
太
鼓
の
多
彩
な
舞
台
芸
能
を
披
露

こ
い
、
太
鼓
の
多
彩
な
舞
台
芸
能
を
披
露

し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

ま
た
、
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
女
性
団
体
、

　

ま
た
、
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
女
性
団
体
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
乳
児
園
・
す
ば
る
幼

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
乳
児
園
・
す
ば
る
幼

稚
園
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
、
青
年
団
協
議
会

稚
園
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
、
青
年
団
協
議
会

に
よ
る
豚
汁
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

に
よ
る
豚
汁
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
展
・
出
演
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

　

出
展
・
出
演
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲笑いに包まれた落語会

▲会場を盛り上げたアトラクション

▲富来活性化センターの展示
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内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく
子育て相談

12月６日（木）

乳幼児の子ども
さんとお母さん
どなたでも

15:00 ～
15:30

志

12月20日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30

オープンセサミ 12月７日（金）

ゆう遊クラブ
12月11日（火）

12月18日（火） 富

健康カレンダー　掲示板

健健  康康  相相  談談
内　容 実施日 対象者 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
どなたでも

10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 12月21日（金） 13:00 ～ 14:00

すくすく子育てすくすく子育て

介介　　護護　　予予　　防防
内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

12月13日（木） 10:00 ～
11:00

やすらぎ荘
12月27日（木）

健幸教室

12月４日（火）
10:00 ～
11:30

シルバーハウス12月11日（火）

12月18日（火）

12月７日（金） 13:30 ～
15:00

志賀町デイサー
ビスセンター　12月21日（金）

地域版
男性の料理教室

12月４日（火）
10:00 ～
12:30

土田公民館
12月５日（水） 上熊野公民館
12月12日（水） 堀松公民館

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。
※男性の料理教室に参加希望の人は事前にお申し込みください。

【対象者】65歳以上の人

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容を連絡してください。
※ゆう遊クラブは「クッキング」をします。
※オープンセサミは保育室があります

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。
※いきいき健康相談は、特定健診の結果相談ができます。その際健診結果
　表を持参してください。

機機  能能  訓訓  練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室
毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00

と
毎週金曜日
（祝日は除く） 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活が
　　　　　おおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。

【受付時間】13:15 ～ 13:45乳幼児健康診査乳幼児健康診査

健健  康康  教教  育育

内　容 実施日 対　象 場所

4カ月児健診 12月６日（木） 平成24年８月生まれ
志

３歳児健診 12月20日(木) 平成21年６～７月生まれ

内　容 実施日 対象者 時　間 場所

医師の健康講話（糖尿病予防編） 12月12日(水) ①高血圧・糖尿病・脂質異常症など
　を改善したい人
②治療中で運動編参加希望者は、主
　治医の許可を得た人に限ります。
　(心疾患のある人は、運動編の参加
　を遠慮ください）

13:30 ～ 15:00

富来活性化センター
運動実践指導士による

ヘルスアップ教室(床運動編)　 12月14日(金) 志

運動実践指導士による
ヘルスアップ教室(水中運動編)

12月７日(金)
シオン

12月21日(金)

栄養教室（糖尿病予防編） 12月20日(木) 10:00 ～ 12:00 文化ホール（調理室）

予 防予 防  接接  種種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG予防接種
12月６日（木）

４カ月健診受診時～
生後６カ月未満 志

予防接種相談会 どなたでも

※予防接種相談会は予約が必要です。事前に申し込みください。
【受付時間】　ＢＣＧ　13:15 ～ 13:45　　予防接種相談会　14:30 ～ 15:30

問保健福祉センター　☎ 32-0339

※健康教育参加希望者は、事前に申し込みください。参加当日に健診結果を持参してください。

実施会場　　　志　：志賀町保健福祉センター　富　：富来保健福祉センター　と　：とぎ地域福祉センター

▶料　金
家庭系のごみ 事業系のごみ

基本額 100㎏以下 420円 2,100円

加算額 100㎏を
超えた場合

10㎏ごとに
42円の加算

10㎏ごとに
210円の加算

※リサイクルセンターに持ち込みできる事業系のごみは、事
　務所から出る紙類などの一般廃棄物です。

年末の大掃除⇒大量のごみ ～  クリンクルはくいへ、
持ち込むことができます  ～

　大掃除や引っ越しなどで大量のごみが出た場合、直接クリンクルはくい（リサイクルセンター）にごみ
を直接持ち込むことができます。
　受け入れが出来るごみの種類や分け方は、地域の収集場所に出すときと同じです。

 ▶搬入時間　8:30 ～ 16:30（土曜日 8:30 ～正午）
 ▶休  業  日　日曜日、12月 31 日～ 1月 3日

問リサイクルセンター
　（クリンクルはくい）
　羽咋市滝谷町ヌ30番地
　☎ 27-1153( いいごみ )
　℻ 27-1154
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教育長ホットニュース
　

小
泉
町
長
が
志
賀
地
域
に
お
け
る
統
合

小
学
校
を
１
校
と
す
る
方
針
を
示
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、「
志
賀
町
統
合
小
学
校
建
設

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
11
月
13
日
に

第
１
回
の
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
構
成
は
町
議
会
、
町
執
行
部
、

区
長
会
、
校
長
会
、
教
頭
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
母

親
代
表
含
）、
教
育
委
員
会
の
代
表
の
方
々

の
10
人
で
す
。

　

第
１
回
会
合
で
は
委
員
の
紹
介
と
今
後

の
委
員
会
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
年
内
に
第
２
回
の
会
合
を
開

催
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
お
り
、
順

次
、
目
指
す
児
童
像
や
学
校
像
、
建
設
に

対
す
る
基
本
方
針
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
か
ら
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
や
意

見
の
聴
取
を
適
宜
、
お
願
い
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

秋
深
き
隣
は

何
を
す
る
人
ぞ

志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

「
落
葉
し　

人
の
心
も　

変
わ
り
け
り
」

　

志
賀
町
の
小
学
校
で
は
低
学
年
よ
り
日

本
古
来
の
七
五
調
の
リ
ズ
ム
に
親
し
み
、

加
え
て
地
域
の
良
さ
を
再
発
見
し
、
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
里
を
愛
す
る
心
を

育
む
教
育
の
一
環
と
し
て
、俳
句
や
短
歌
、

古
典
な
ど
を
地
域
の
先
生
の
ご
支
援
を
頂

き
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
学
校
訪
問
を
し
た
際
、
掲
示
さ

れ
て
い
る
児
童
生
徒
の
作
品
で
心
に
残
っ

た
作
品
を
、
手
帳
に
書
き
留
め
る
こ
と
を

習
慣
と
し
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
の
句
は
、
北
国
俳
句
大
会
・
児
童

生
徒
の
部
で
入
選
し
た
中
学
生
の
作
品
で
す
。

　

短
歌
や
俳
句
の
評
論
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
の
句
が
心
に
響
き
印
象
に
残
り
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

作
者
の
感
じ
た
こ
と
や
意
図
し
た
と
こ

ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
年
の
心
の
中

に
落
ち
葉
の
様
子
を
見
て
、
も
の
の
哀
れ

や
移
ろ
い
や
す
い
人
の
心
、
無
常
の
風
を

感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
こ
の
少
年
が
日
本
人
の
美
徳
や

神
秘
性
を
感
じ
る
日
本
的
精
神
の
深
部
に

ふ
れ
、
大
人
の
世
界
へ
踏
み
込
ん
だ
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
大
人
の
身
の
処
し
方
を
考
え

る
と
き
、
昨
今
は
、
と
も
す
れ
ば
自
分
本

位
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
み

ず
み
ず
し
く
、
感
性
豊
か
な
若
者
の
良
い

お
手
本
と
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
あ

ら
た
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
一
句
で
し
た
。

教
育
志
学

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

小
学
校
統
合
に
向
け
て

Ｑ
：
勤
務
態
度
が
不
良
な
従
業
員
を
懲
戒
解
雇
し

よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
懲
戒
解
雇
は
普
通
解
雇

と
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
懲
戒
解
雇
は
、
懲
戒
処
分
の
一
種
類
で
あ
っ

て
、
勤
務
先
の
規
律
を
乱
し
た
場
合
に
課
さ
れ

ま
す
。
懲
戒
処
分
は
、譴け
ん
せ
き責
、減
給
、出
勤
停
止
、

降
職
降
格
、
諭
旨
解
雇
、
懲
戒
処
分
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
最
も
重
い
処
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
①
懲

戒
処
分
は
職
場
の
刑
罰
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何

を
行
え
ば
懲
戒
処
分
に
な
る
の
か
、
そ
の
場
合

に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
処
分
が
行
わ
れ
る
の
か

を
、
あ
ら
か
じ
め
就
業
規
則
で
定
め
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
（
法
定
主
義
）。
通
常
、
出
退

勤
不
良
、
勤
務
態
度
不
良
、
不
正
行
為
、
転
勤
・

配
転
命
令
拒
否
、
経
歴
詐
称
、
残
業
命
令
拒
否
、

兼
業
禁
止
な
ど
が
懲
戒
処
分
の
対
象
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、
②
対
象
と
な
る
行

為
に
つ
い
て
、
ど
の
種
類
の
処
分
を
選
択
す
る

か
、
ど
の
程
度
の
処
分
の
重
さ
に
す
る
か
。
つ

ま
り
、
職
場
秩
序
違
反
の
行
為
の
程
度
に
応
じ

た
適
切
な
内
容
の
懲
戒
処
分
を
選
択
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
相
当
性
の
原
則
と
い
い

ま
す
。
設
問
の
勤
務
態
度
が
不
良
と
い
っ
て
も
、

軽
重
が
あ
る
の
で
、
懲
戒
解
雇
に
見
合
う
勤
務

態
度
不
良
か
否
か
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
労
働
契
約
法
15
条
も
「
当
該
懲
戒
が
、
当

該
懲
戒
に
係
る
労
働
者
の
行
為
の
性
質
及
び
態

様
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
客
観
的
に
合

理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
権
利
を
濫

用
し
た
も
の
と
し
て
、
当
該
懲
戒
は
無
効
と
な

る
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
女
子
社
員
が
、
妻

子
あ
る
同
僚
の
男
性
と
恋
愛
関
係
と
な
り
、
社

内
で
も
他
人
の
目
を
気
に
し
な
い
ほ
ど
交
際
を

続
け
、
注
意
を
し
て
も
反
省
も
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
懲
戒
解
雇
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

裁
判
所
は
、
二
人
の
関
係
が
職
場
の
風
紀
・
秩

序
を
乱
し
、
会
社
運
営
に
具
体
的
な
影
響
を
与

え
た
と
認
め
る
に
足
り
な
い
と
し
て
、
懲
戒
解

雇
を
無
効
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
③

手
続
の
適
正
も
要
求
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
当

該
従
業
員
に
懲
戒
に
つ
い
て
告
知
聴
聞
の
手
続

を
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、
懲
戒

解
雇
の
場
合
は
、
当
該
労
働
者
に
弁
明
の
機
会

を
与
え
て
、
そ
の
上
で
、
最
終
的
に
判
断
す
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
手
続
は
、
法

律
上
の
規
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
手
続

を
取
ら
な
い
と
一
方
的
に
懲
戒
解
雇
を
し
た
使

用
者
側
の
権
利
濫
用
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
、

無
効
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

懲
戒
解
雇
に
つ
い
て
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休 館 日　３日㈪、10日㈪、17日㈪、24日㈪
　　　　　　　　　　　  28日㈮～１月４日㈮

開館時間　平　日　９時30分～ 18時
　　　　　土日祝　９時30分～ 17時
お問い合わせ先
　志 賀 町 立 図 書 館 　☎32-1740
　志賀町立富来図書館　☎42-2777

　今年も残すところ１カ月です。図書館では、クリスマスの絵本、おせちの作り方、大掃除
のコツを紹介した本など、年末年始に向けた本も取り揃えております。慌ただしいこの時期、
何かとヒントがみつかるかもしれません。ぜひご利用ください!!

◆新着の本◆
○江神二郎の洞察　　　　　　　　　有栖川　有栖
○七つの会議　　　　　　　　　　　池井戸　潤
○七緒のために　　　　　　　　　　　島本　理生
○月の輪草子　　　　　　　　　　　瀬戸内　寂聴
○母性　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ
○陰陽師　酔月ノ巻　　　　　　　　　　夢枕　獏
○平清盛　４　　　　　　　　　　　　藤本　有紀
○獣眼　　　　　　　　　　　　　　　大沢　在昌
○老いかたレッスン　　　　　　　　　渡辺　淳一

◆おすすめの本◆

○無私の日本人　　　　　　　　　　　　　磯田　道史　著
　郷里を救った穀田屋十三郎、儒学者中根東里、歌人太田垣
蓮月。江戸時代を生きた３人の評伝を通して、日本人の「無
私の精神」を描く。「武士の家計簿」の著者が送る清新な日本
人論。

○ねこぼん　　　　　　　　　　　　　　　メディアックス
　人気のブサかわ猫やブログにも登場する個性派にゃんこ、
キュートすぎる子猫など、猫の魅力をあますことなく紹介し
た１冊。

【志賀町立図書館】
●おはなし会
　日　時：12月５日㈬・19日㈬　16時から
　場　所：１階・絵本コーナー

●クリスマスおはなし会
　日　時：12月22日㈯　14時から
　場　所：２階・おはなし会室　　対　象：幼児・小学生

　●ボランティアおはなし会
　日　時：12月８日㈯　14時から
　場　所：１階・絵本コーナー

休 館 日　12月 16 日㈰・23 日㈰・24 日㈪・
　　　　　　　　　  29 日㈯ ~１月３日㈭

開館時間　9時～ 17 時 30 分
お問い合わせ先　　志賀町児童館　32-1724

12 月の行事予定
８日（土）  バトン・キッズ １３：３０～
９日（日）　クッキング
（チョコレートケーキ・材料費100円・定員15人）１３：３０～

12日（水）　親子リトミック遊び　（定員20組） １０：００～
19日（水）　手形・足形づくり

　(材料費100円・定員15人・乳児対象) １０：００～

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで

……　お 知 ら せ　……

★クッキング（チョコレートケーキ）
　12 月９日（日）、13 時 30 分から、橋本栄養士の指導で「チョコレートケーキ」
を作ります。ケーキの生地作りや、シュガーパウダーを使ったデコレーション
を楽しみます。しっとりとおいしいチョコレートケーキ作り。多くの子どもた
ちの参加をお待ちしています。

★手形・足形づくり ( 壁かけ )
　12 月 19 日（水）、10 時から、乳児 ( １歳未満 ) を対象に、手形・足形づくり
を行います。かわいいお子さんの成長の記録を、手形・足形として残しませんか。
紙粘土に手や足を置くだけの簡単な作業です。希望する人は児童館までお申し
込みください。お待ちしています。

※クリスマスにちなんだおはなし会です。みんなでクリス
マス気分を盛り上げましょう。親子、友だち同士での参加
をお待ちしています !!
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曜日 月・水・金 火・木 土・日
時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

7:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ

8:00 大きくなったら「上熊野保育園」 健康フェア講演会　前編 ぶらり志賀町の旅

9:00 大きくなったら「志加浦保育園」 健康フェア講演会　後編 健康フェア講演会　前編

10:00 志賀昔ばなし「福浦港」 図書館だより・青春全開志賀高 健康フェア講演会　後編

11:00 図書館だより・青春全開志賀高 ぶらり志賀町の旅 第８回志賀町文化祭

11:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

12:00 ぶらり志賀町の旅 第８回志賀町文化祭 大きくなったら「上熊野保育園」

13:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ 大きくなったら「志加浦保育園」

13:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

14:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

15:00 図書館だより・青春全開志賀高 大きくなったら「上熊野保育園」 しかチャンニュースＳＰ

16:00 第８回志賀町文化祭 大きくなったら「志加浦保育園」 図書館だより・青春全開志賀高

16:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

17:00 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス 今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス
今月のお料理レシピ＆志っ賀りヘルス

17:30
北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

18:00 志賀昔ばなし「福浦港」

19:00 健康フェア講演会　前編 志賀昔ばなし「福浦港」 大きくなったら「上熊野保育園」

20:00 健康フェア講演会　後編 しかチャンニュースＳＰ 大きくなったら「志加浦保育園」

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 大きくなったら「上熊野保育園」 第８回志賀町文化祭 ぶらり志賀町の旅

22:00 大きくなったら「志加浦保育園」 大きくなったら「上熊野保育園」 健康フェア講演会　前編

23:00 ぶらり志賀町の旅 大きくなったら「志加浦保育園」 健康フェア講演会　後編

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
しかチャンニュースＳＰ

24:30 しかチャンニュース しかチャンニュース

25:00 終了 終了 終了

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　番組表は、地上デジタル放送の EPGでもご覧いただけます。

■　健康フェア講演会
「食から健康を探る
～マスコミでは語れない食のウソ・ホント～」
　第８回健康フェアが行われ、「食から健康
を探る～マスコミでは語れない食のウソ・
ホント～」と題して県立広島大学の加藤秀
夫教授が講演を行いました。その模様を前
編・後編に分けて放送します。

■大きくなったら「上熊野保育園」「志加浦保育園」
　金沢ケーブルテレビ（ＫＣＴ）が制作・放送した県内保育園での様子を
撮影した「大きくなったら」の町内放送分をＫＣＴの協力で再放送します。
　毎月２園ずつ放送予定です。
１月は中甘田保育園、加茂保育園
２月は高浜保育園、ますほ保育園、とぎ保育園
３月は土田保育園、下甘田保育園
※１月以降の放送については予定となります。都合により変更する場合が
ありますのでご了承ください。

ア
ナ
ロ
グ
：
５
ch　
　

デ
ジ
タ
ル
：
９
ch　
　

Ｓ
Ｔ
Ｂ
：
０
３
８
ch

しかチャンネル番組ガイド　12月
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七尾市N
A
N
A
O

宝達志水町

● 宝くじ文化公演　オペラ「カルメン」
　
　チケット好評発売中！
本格的なオペラを、観て・
聴いて・肌で感じてくだ
さい。
▶場所　コスモアイル羽咋
　   　　　（羽咋市鶴多町）
▶入場料　
【全席指定】
一般2,000円（当日2,500円）、高校生以下1,000円（当日1,500円）

問羽咋市生涯学習課☎ 0767-22-9331

● 青空市　おばちゃんの店
　
　地元のおばちゃん手作
り！
　所司原伝統のごっつぉ
が並びます

▶場　所
　　　古墳の湯駐車場

（宝達志水町散田）

問ささゆりグループ（宮﨑）　☎ 0767-29-4266

● 能登和倉万葉の里マラソン 2013
参加者募集

　世界農業遺産「能登の
里山里海」を一緒に走り

ませんか！

▶申込期限
12月 21 日㈮

※定員に達し次第締め切
ります。

問七尾市観光交流課☎ 0767-53-8436

羽咋市H
A
K
U
I

H
O
D
A
TS
U
S
H
IM
IZU

●クリスマスコンサート

▶場　所
カルチャーセンター飛翔
（中能登町能登部下） 

▶内　容
歌のステージ、餅つきなど
▶対　象　小学低学年以下

問中能登町生涯学習課　☎ 0767-76-1900

中能登町N
A
K
A
N
O
TO

13:30 ～ 16:00

開演 14:00（開場 13:30）

9:00 ～正午
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志賀町からの情報として、２市２町の広報紙に「12月１
日から上映の映画『リトル・マエストラ』」を紹介しました。

3 月10 日日

1 月27 日日

12 月9 日日

12 月16 日日

能登和倉万葉の里マラソン

富
来

病
院

　町立富来病院では、11 月から毎月第１、第３、第５の土曜
日（祝日は除く）の午前も整形外科の外来診察を行います。
　医師の都合により、急きょ休診となる場合がありますので、
その際はご了承ください。

問町立富来病院　☎ 42-1122

整形外科の外来診察日が整形外科の外来診察日が増増

平成 24年
工業統計調査を実施します

▶平成 24年工業統計調査は、従業員４人
　以上の全ての製造事業所を対象に、12
　月 31日現在で実施します。

▶工業統計調査は、我が国における工業の
　実態を明らかにすることを目的とする政
　府の重要な調査で、統計法に基づく報告
　義務のある基幹統計調査です。

▶調査の結果は、中小企業施策や地域振興
　など、国および地域行政施策のための基
　礎資料として利活用されます。

▶調査票に記入した内容は、統計作成の目的以外（税の資料　
　など）に使用することは絶対にありません。

▶調査の趣旨・必要性を理解していただき、回答をよろしく　
　お願いします。

経済産業省・石川県・志賀町

工業統計
キャラクター
コウちゃん

　冬の観光誘客を目的に、ライトアップを行います。
　冬の荒波の中に浮かぶ幻想的な機具岩をぜひご覧ください。

～冬の荒波に浮かぶ機具岩～
機具岩ライトアップ

◆開催期間

12月15日～
平成25年２月15日

日没から22時

問商工観光課　☎ 32-9341
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【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は「志
賀町広報紙掲載希望申出書」を
提出してください。
　詳しくは、住民課までお問い
合わせください。
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総人口 22,909人

男 10,781人

女 12,128人

世帯数 8,147世帯

(平成24年10月末現在)
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※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

12
当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

２日
（日）

四蔵医院（内） 志賀町仏木 37-1030 さ く ら 薬 局
羽 咋 的 場 店 羽咋市的場町

西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜 28-2033
９日
（日）

向病院（外・内） 志賀町富来領家町 42-1151
は く い 薬 局 羽咋市的場町

いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町 22-7800
16日
（日）

池野整形外科耳鼻咽喉科医院 志賀町高浜町 32-0040
くすりのまき薬局 宝達志水町今浜

保志場内科クリニック 羽咋市的場町 22-0807
23日

（日・祝）
河崎医院（外・胃腸・内） 志賀町高浜町 32-0019

押 水瑠璃光薬局 宝達志水町門前
金田内科医院 羽咋市千里浜町 22-2864

24日
（月・祝）

平場内科クリニック 羽咋市中央町 22-0238
志 雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市

松沼医院(内・小児） 宝達志水町敷波 29-3188
29日
(土）

前川医院（内） 羽咋市酒井町 26-0210
羽 咋菜の花薬局 羽咋市柳橋町

松沼医院(内・小児） 宝達志水町敷波 29-3188
30日
（日）

前川医院（内） 羽咋市酒井町 26-0210 クスリのアオキ羽咋
店青木二階堂薬局 羽咋市石野町

羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町 22-0254
31日
(月）

松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479
鶴多あおぞら薬局 羽咋市鶴多町

松柳医院（内） 羽咋市島出町 22-0011

　

12
月
１
日
か
ら
つ
い
に
映
画
「
リ
ト
ル
・

マ
エ
ス
ト
ラ
」
が
県
内
映
画
館
で
公
開
さ

れ
ま
す
。
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
た

人
な
ど
、
公
開
を
待
ち
望
ん
で
い
た
人
が

大
勢
い
る
の
で
は
？
出
演
し
た
人
、
そ
う

で
な
い
人
、
ど
ち
ら
の
人
も
ぜ
ひ
映
画
館

に
足
を
運
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
。
も
し
か

し
た
ら
知
人
が
出
演
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
映
画
に
誰
が
映
っ
て
い
る
か
探

す
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

た
ち
の
住
む
志
賀
町
が
ス
ク
リ
ー
ン
い
っ

ぱ
い
に
映
っ
て
い
る
こ
と
が
誇
ら
し
く
思

え
る
は
ず
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
岡
）

※外国人含む
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志賀町を舞台に制作した映画志賀町を舞台に制作した映画
「リトル・マエストラ」「リトル・マエストラ」がついに完成がついに完成 � �

1212月月１１日日　　県内先行ロードショー県内先行ロードショー
　今年の１月から２月にかけて志賀町を主舞台に撮影した映画「リトル・マエストラ」がついに完成。
　2013年２月、有楽町スバル座（東京）他全国順次公開前に、石川県内の６映画館で先行上映します。
♪県内上映映画館♪
ユナイテッド・シネマ金沢、イオンシネマ金沢フォーラス、ワーナー マイカル・シネマズ金沢
ワーナー マイカル・シネマズ御経塚、金沢コロナシネマワールド、シネマサンシャインかほく
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ぜひ、映画館の大スクリーンでお楽しみください
12月１日12月１日　　県内で威風堂々とロードショー県内で威風堂々とロードショー


